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アイコンセプトサポートセンター

棚 インフォメーション
Ver14.00

POWER 0120-987-571（通話料無料）
携帯電話等から TEL 06-6821-0904（大阪）
受付時間 10:00～12:00，13:00～17:00
土・日・祝祭日はお休みをいただいております。

E-mail iccenter@iconcept.co.jp
http://www.iconcept.co.jp/

2006.10.17
最近は日本でもハロウィンをするようになってきたとか。残念ながら未だに仮装をして家々を回る子供たちを
見たことがないので、どんな人がお店の仮装用衣装を買っているのか、とても気になってしまいます。

－ 棚ＰＯＷＥＲ インフォメーションVol.64 －

Vol.64

サポートセンターから 棚 データの移行方法について、いくつかのポイントをご紹介いたします。POWER  

プリンタポートに挿すタイプのプロテクタから、USBタイプのプロテクタに変更したいなどといった場合には、
プロテクタの交換を有償（1本につき、税込5,250円）で承っています。

プロテクタの交換方法

Ⅰ．棚POWERの新規インストール

リースアップによるパソコンの入換作業の発生、デスクトップパソコンで使用していたが、持ち出せるようにノートパソコンでも使用したい、担当者が変わったなど、インストールやデータの移行は意外に行なう機会が多いものです。
しかし、棚割作業ほど多くはないため、どんな手順で行なえば良いのかその都度戸惑われることもあるかと思います。今回はそういった場合に有効な手順とポイントをご紹介します。

新しいパソコンに移行するためのデータを出力します。方法は2つあり、
用途によって使い分けます。

Ａ．全データ・環境をすべて移行する→【バックアップ・リストア処理】を使用。

Ｂ．必要なデータのみを移行する→【ユーティリティー機能】を使用。

A.バックアップ・リストア処理

マスター管理→バックアップ・リストア処理→［バックアップ］を開きます。
≪実行≫をクリックすれば、バックアップが始まります。

B.ユーティリティー機能（エクスポートウィザード）

ユーティリティー・≪エクスポート≫を開きます。
出力したい情報を有効にし、≪詳細設定≫で更に必要な情報を選択、
設定して≪実行≫します。

●棚POWERデータがあるパソコンでの作業

バックアップデータは、「ドライブ選択」で指定し
ているドライブに、自動で「TPOWERBK」フォル
ダとして出力されます。
※外部モデル・帳票設定ファイルはバックアッ
プデータ内に含まれません。
※事前にマスター管理・【DBチェック】でデータ
に異常がないかの確認を推奨します。

分類・商品情報・イメージの全データを出力
することはもちろん、指定したモデルの商品
のみ、指定したJANコードの商品のみなど、
任意の条件で出力データを指定可能です。

●新しいパソコンでの作業

マスター管理→バックアップ・リストア処理→ ［リストア］を
開きます。パスワード*を入力し、≪実行≫クリックでリスト
アが始まり、「TPOWERBK」内データを移行します。

※バックアップ時の棚POWERのバージョンよりも、古い
バージョンでリストアしないでください。
※リストア処理を実行すると、マスターは初期化されます。
登録していたデータがある場合はすべて削除されるので注
意してください。

「A．バックアップ・リストア処理」を使用する

棚POWER CD-ROMを挿入すると、
上記メニューを自動で表示します。

≪棚POWERセットアップ≫をク
リックし、手順に沿ってインストー
ルを行ないます。

※棚POWERのインストールのあ
と、続けてプロテクタドライバの
インス トールも行ないます。
インストール時は、プロテクタを
外しておいてください。

その他インストール方法の詳細・
注意事項はCD同封の「インストー
ルマニュアル」をご覧ください。

「B．ユーティリティー機能（インポートウィザード）」を使用する

Ⅱ．「TPOWERBK」の移動（コピー）

バックアップ時に作成した「TPOWERBK」
フォルダを、新しいパソコンの任意のドライ
ブ直下に移動（コピー）・貼り付けします（下
記はCドライブ直下）。
外部媒体、ネットワークの使用も可能です。

Ⅲ．リストア処理

Ⅱ．初期化の実行

棚POWERを起動し、何かボタンをクリックすると、「初
期化していません。～」とメッセージが表示されるので、
そのまま≪はい≫をクリックして、初期化の画面を表
示します。

「商品情報」を有効にして、
（Ver14.00の場合）パスワード**を
入力し、≪実行≫をクリックします。

データの登録がある場合、商品情
報マスターを全削除します。実行
の際は注意してください。

Ⅲ．インポート処理

ユーティリティー・≪インポート≫を開きます。
取り込みたい情報を有効にし、さらに詳細設定で
必要な情報を選択、設定して≪実行≫します。

未登録の商品
のみをインポート
するなど、必要
に応じてイン
ポートする条件
を変更可能です。

①「プロテクタ交換申込書」をFAX
棚POWERインストールCD-ROM内にあります。CDを挿入し、表示されたメニュー内の≪プロテクタ交換
申込書≫をクリックします。申込書を印刷、必要事項を記入し、FAXをお願いします。

②交換するプロテクタをIConceptまで送付
送付には「宅配便」をご利用ください。

③新しいプロテクタが到着
弊社にてプロテクタ到着を確認後、交換プロテクタをお送りします。

お急ぎの場合や、詳細の確認は、
サポートセンターまでお問い合わせ
ください。

*パスワードについて‥初期化とリストアの際のパスワードは同じです。基本マニュアル・環境設定・「初期化」
もしくは、マスター管理・「バックアップ・リストア処理」の項目をご覧ください。

ダウンロードページへのアクセス方法

ダウンロードサイトへのアクセスにはパスワードが必要となり、
バージョンアップＣＤのお届けと同様、正規ユーザー様のみ利用いただくことが可能です。

ユーザー様専用
サポートセンター 無料ダイヤル

０１２０-９８７-５７１
携帯電話からは06-6821-0904へ

*** 受付時間のお知らせ ***
１０：００～１２：００
１３：００～１７：００
（土日祝日除く）
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－ 棚ＰＯＷＥＲ インフォメーションVol.64 －

２００６年１０月０３日現在

棚ＰＯＷＥＲ導入数棚ＰＯＷＥＲ導入数【【９９８８８８社社 ６６,,５５５５５５セットセット】】 ※企業ライセンス版含む

次に、発注の考え方について説明します。

Ａ.発注のポイントは４つ有ります。

１：発注点（何時発注するか・在庫量がどれほど下がったら発注するか）

２：発注量（発注点で発注する最適数量）

３：最小在庫量（顧客に不足感を与えない最低在庫量）

４：調整期間（リードタイム・発注してから商品が到着し陳列されるまでの期間）

Ｂ.発注方法

１： 経済的発注量の決め方（E.O.Q.=Economic Ordering Quantity）
最適な発注を実施する為に使われる方法で、発注費用と在庫費用
の合計を最小にするような発注量。

２ＲＣ Ｒ ： 年間の販売高（推定）
EOQ＝ Ｃ ： １回当たりの発注費

Ｐ ｉ Ｐ ： 仕入れ単価
年間保管費

ｉ ： 年間保管率＝ × １００
在庫金額

事例：Ｒ＝８０００個 Ｐ＝４００円
Ｃ＝２０００円 ｉ＝ ８％

２×８０００×２０００ ３２００００００
ＥＯＱ＝ ＝

４００×０．０８ ３２

＝ １００００００＝１０００
経済的発注量は１０００個

◎ 年間保管費‥商品受入れ・保管・払い出しにかかる人件費・倉庫料・
建物・陳列台・ケースなどの設備・備品費用・電気代・水道料・保険料など

◎ 発注費‥‥‥仕入計画・発注伝票の起票・連絡・督促・見積もり・契約・商品の検収・
商品の荷扱い・運送・納品書請求書のチェック・支払い事務など

２：補充発注量

イ：定期不定量発注方式
主力商品（ＡＢＣ分析のＡ商品）に向いている。

＊時間を管理できる。
＊予測の技術がいる
＊日販の実績データが必要。

発注量=（リードタイム+発注サイクル期間）×（1日平均販売数量+最低陳列量）-
（現在の在庫量+現在の注文残）

ロ：不定期定量発注方式
点数が多く、在庫管理に手間の掛かる商品に向いている。
（ＡＢＣ分析のＢ・Ｃ商品）

＊不定期のため作業量が一定しない。

発注量=（1日平均販売数量×リードタイム）+最低陳列量

［言葉の意味］

① 定期・定量発注とも、発注量は、発注してから入荷し、陳列完了
までの調達期間とその間の販売予定数量によって左右される

② 在庫日数＝在庫数量÷１日平均販売数量

③ １日平均販売数量＝営業日数販売数量÷営業日数

④ リードタイム（調達期間）＝発注してから商品が到着し陳列されるまでの期間

⑤ 陳列量（最低陳列量を一定に保つ事）
*これを割ると売れ行きが止まる限界の量

⑥ 最低陳列量＝（リードタイム－１日）×１日平均販売数量
（安全在庫）

⑦ 最大陳列量＝最低陳列量＋（１日平均販売数量×発注サイクル期間）
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◆ｅラーニング「メンテナンス編」10月17日よりお申込受付開始！

サポートセンタートピックス No.48

分類・商品情報・イメージなどのマスターデータの概要・登録方法をわかりやすく詳細に説明しています。
分類の捉え方やデータの配信方法までも網羅しているため、メンテナンス担当者はもちろん、これからマスターの
登録・整理修正を行なわれる方、必要性を感じておられる方必見です。
詳細は下記ホームページをご覧ください。

http://www.iconcept.co.jp/user/el/

◆今後のｅラーニング公開予定
画面構成の変更や新機能が追加された棚POWERバージョン14.00に対応した「初級編」を、10月末に公開するのを
始め、「分析編」「応用編」もバージョン14.00対応版を公開予定です。
また、好評いただいております無料コンテンツの第2弾も予定しております。（※無料コンテンツに関しては8月発行の
「インフォメーションVol.63」をご覧ください。ID、パスワード共に変更ありません。）
随時公開して参りますので、ぜひお試しください。

*発注サイクル期間：例えば、週間補充制なら７日間
*企業によっては、（フェース数×積数×奥行数）×６０％を最大在庫数量にしているところもある。

*リードタイム：発注してから、入荷し、値付けし、陳列し終わるまでの所要日数。
*リードタイム－１の意味は、入荷１日前の陳列量・業種によって引く日数が異なる

販売業は１日・メーカーは１週間、半月、１ヶ月。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用のID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております最新の「インフォメーション」を
ご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第24回の内容は 「発注の考え方」 です。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用のID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております最新の「インフォメーション」を
ご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第25回の内容は 「発注の考え方と言葉の意味」 です。


